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高齢者の交通事故対策や飲酒運転などの悪質・危険な運転の対策を強化するため、平成19年6月に公布された
「改正道路交通法」が平成21年6月1日から施行されます。この改正により、75歳以上の高齢運転者が運転免許証を
更新する際には、高齢者講習を行う前に講習予備検査（認知機能検査）を受けることが義務づけられ、その結果に
基づいた講習が行われることになりました。また、悪質・危険運転者対策として、酒酔い運転・ひき逃げ等の悪
質・危険運転者に対する行政処分の欠格期間が延長されるとともに、酒気帯び運転等の基礎点数が引き上げられ、
飲酒運転に対する行政処分が強化されます。


